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令和６年４月

　連
隊
は
、
令
和
６
年
２
月
５
日（
月
）か
ら
１１
日（
日
）ま
で
の
間
、
日
出
生
台
演
習
場

に
お
い
て
北
海
道
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、「
Ｈ
Ｔ
Ｃ
」
と
い
う
。）
が
実
施
す
る
、
令

和
５
年
度
Ｈ
Ｔ
Ｃ
第
５
次
運
営
に
参
加
を
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、Ｈ
Ｔ
Ｃ
の
運
営
部
隊

で
あ
る
訓
練
評
価
支
援
隊
（
北
海
道
北
千
歳
駐
屯
地
）
が

訓
練
参
加
部
隊
に
対
し
て
訓
練
評
価
を
支
援
し
、
普
通
科

連
隊
を
基
幹
と
し
た
諸
職
種
協
同
で
行
わ
れ
る
実
動
対
抗

演
習
で
あ
る
。

　演
習
に
先
立
ち
、
別
府
駐
屯
地
体
育
館
に
お
い
て
、
第

４１
戦
闘
団
の
編
成
完
結
式
を
行
い
、
第
４１
戦
闘
団
長
で
あ

る
小
林
直
基 

１
等
陸
佐
は
「
戦
い
は
既
に
始
ま
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
訓
練
で
培
っ
た
能
力
を
最
大
限
に
発
揮

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で『
一
所
懸
命
』手
段

を
尽
く
し
、
戦
闘
団
と
し
て
諸
職
種
の
戦
闘
力
を
結
集
し
、

任
務
を
完
遂
す
る
こ
と
を
皆
と
と
も
に
決
意
す
る
。」
と
訓

示
を
述
べ
た
。
訓
示
に
続
き
、
第
４１
普
通
科
連
隊
最
先
任

上
級
曹
長
で
あ
る
衛
藤
智
仁 

准
陸
尉
が
任
務
完
遂
を
祈

念
し
て
、
勝
鬨
を
あ
げ
、
部
隊
の
士
気
の
高
揚
を
図
っ
た
。

　２
月
５
日（
月
）、
明
朝
よ
り
別
府
駐
屯
地
か
ら
作
戦
地

域
と
な
る
日
出
生
台
演
習
場
へ
と
前
進
を
開
始
し
、
到
着

後
速
や
か
に
陣
地
偵
察
等
を
行
い
、
防
御
戦
闘
の
準
備
を

始
め
た
。
雪
の
交
わ
る
寒
雨
の
中
で
の
防
御
準
備
で
あ
っ

た
が
、
現
地
の
地
形
や
植
生
を
最
大
限
に
活
用
し
、
隊
員

は
来
た
る
敵
の
苛
烈
な
攻
撃
に
備
え
、
堅
固
な
防
御
陣
地

の
構
築
を
行
っ
た
。
こ
の
間
、
敵
は
ド
ロ
ー
ン
等
に
よ
る

偵
察
等
を
行
っ
て
き
た
が
、
我
の
部
隊
は
周
囲
の
警
戒
を

怠
る
こ
と
な
く
、
欺
騙
行
動
に
努
め
、
情
報
を
誤
認
さ
せ
、

真
行
動
の
暴
露
を
最
小
限
に
留
め
た
。
ま
た
、
敵
の
発
見

と
と
も
に
、
速
や
か
な
対
処
行
動
を
執
り
、
砲
迫
火
力
や

対
機
甲
戦
闘
を
準
備
し
、
敵
の
侵
攻
を
妨
げ
、
各
諸
職
種

部
隊
と
密
に
連
携
し
、
強
固
な
防
御
戦
闘
を
連
日
昼
夜
問

わ
ず
繰
り
広
げ
た
。
各
隊
員
は
、
氷
点
下
を
下
回
る
気
温

の
中
、
予
測
困
難
か
つ
精
確
な
砲
撃
に
耐
え
凌
ぎ
、
最
後

ま
で
戦
い
、
状
況
は
終
了
と
な
っ
た
。
状
況
終
了
後
は
、

今
後
の
課
題
を
見
出
し
、
訓
練
の
資
と
す
る
た
め
、
事
後

研
究
と
し
て
部
隊
の
防
御
陣

地
の
研
修
、
階
級
・
役
職
等

に
区
分
し
て
意
見
交
換
会
等

を
行
っ
た
。

　今
後
も
部
隊
は
連
隊
長
を

核
心
と
し
て
、
本
訓
練
で
の

成
果
を
基
に
、
宇
宙
・
サ
イ

バ
ー
・
電
磁
波
等
の
新
領
域

へ
の
対
応
や
継
戦
能
力
の
強

化
に
努
め
、
い
か
な
る
任
務

も
完
遂
で
き
る
よ
う
、
日
々

邁
進
し
て
い
く
。

任務を完遂することを
　　　　　 皆とともに決意

別
府
大
分

毎
日
マ
ラ
ソ
ン

　
　
大
会
支
援

Ｈ
Ｔ
Ｃ
第
５
次
運
営

　連
隊
は
、令
和
６
年
２
月
４
日（
日
）に
実
施
さ
れ
た
、

第
７２
回
別
府
大
分
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
隊
員
約

１
０
０
名
を
も
っ
て
支
援
し
た
。
大
会
ス
タ
ー
ト
地

点
と
な
る
大
分
マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
水
族
館
う
み
た
ま
ご

で
は
、
過
去
最
多
と
な
っ
た
参
加
選
手
、
約
４
４
０
０

名
分
と
い
う
多
量
の
荷
物
や
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
リ
ン
ク

を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
連
携
し
、
積
載
及
び
輸

送
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
同
地
域
に
お
い
て
、
第
４１
普

通
科
隊
音
楽
部
及
び
西
部
方
面
特
科
隊
音
楽
部
に
よ

る
選
手
激
励
演
奏
で
は
、
今
大
会
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

で
あ
る
「
祝
福
」
等
を
演
奏
し
、そ
の
後
は
、入
場
演
奏
、

ス
タ
ー
ト
演
奏
を
行
い
、
選
手
の
み
な
ら
ず
観
戦
者

も
立
ち
止
ま
っ
て
演
奏
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
監
察

支
援
で
は
、
選
手
が
出
走
す
る
と
、
大
会
関
係
者
を

乗
せ
、
医
療
班
と
連
携
を
図
り
、
安
全
な
レ
ー
ス
を

行
う
こ
と
に
寄
与
し
た
。
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
地
点
で
あ

る
、
大
分
市
の
ジ
ェ
イ
リ
ー
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
、

輸
送
し
た
荷
物
を
選
手
番
号
ご
と
に
間
違
い
の
無
い

よ
う
に
、
細
心
の
注
意
を
払
い
振
り
分
け
た
の
ち
、

支
援
は
終
了
し
た
。

　連
隊
は
、
大
会
実
行
委
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

と
協
力
し
て
、
本
大
会
の
成
功
を
支
え
る
と
と
も
に
、

自
衛
隊
へ
の
理
解
と
信
頼
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

か
ち
ど
き

監察支援監察支援

音楽演奏支援音楽演奏支援

スペシャルドリンク輸送支援スペシャルドリンク輸送支援

選手荷物輸送支援選手荷物輸送支援

防御戦闘防御戦闘

勝鬨勝鬨

状況終了後の意見交換状況終了後の意見交換

火力支援火力支援 障害構成障害構成 掩体構築掩体構築

かちどきかちどき
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平
和
を
仕
事
に

！！

自
衛
官
募
集
中

自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

    

転
出
者

第
41
普
通
科
連
隊
か
ら 

（
２２
名
）

　
連
隊
本
部
（
１
名
）

　•
２
等
陸
佐

　山
ノ
内

　武

　
　
　陸
幕
人
事
教
育
部
人
事
計
画
課（
市
ヶ
谷
）

　
本
部
管
理
中
隊
（
７
名
）

　•
２
等
陸
曹

　糸
瀬

　
　学

　
　
　対
馬
警
備
隊 

（
対
馬
）

　•
２
等
陸
曹

　仮
屋
園

　翔

　
　
　別
府
駐
屯
地
業
務
隊 

（
別
府
）

　•
３
等
陸
曹

　下
敷
領
心
之
丞

　
　
　鹿
児
島
地
方
協
力
本
部 

（
鹿
児
島
）

　•
３
等
陸
曹

　森

　
　
　翼

　
　
　西
部
方
面
総
監
部
付
隊 

（
健
軍
）

　•
３
等
陸
曹

　樋
口

　卯
士

　
　
　第
２５
普
通
科
連
隊 

（
遠
軽
）

　•
３
等
陸
曹

　萬
屋

　和
輝

　
　
　第
３
水
陸
機
動
連
隊 

（
竹
松
）

　•
陸

士

長

　井
野
本

　蓮

　
　
　自
衛
隊
福
岡
病
院
准
看
護
学
院（
春
日
）

　
第
１
中
隊
（
５
名
）

　•
３
等
陸
佐

　伊
藤

　俊
嗣

　
　
　第
４
師
団
司
令
部 

（
福
岡
）

　•
２
等
陸
曹

　阿
部

　勝
仁

　
　
　第
１
空
挺
団 

（
習
志
野
）

　•
２
等
陸
曹

　安
部

　伸
彦

　
　
　八
重
山
警
備
隊 

（
石
垣
）

　•
３
等
陸
曹

　竹
田

　雄
樹

　
　
　輸
送
艦
「
し
も
き
た
」 

（
呉
）

　•
３
等
陸
曹

　平
賀

　大
輝

　
　
　第
１
水
陸
機
動
連
隊 

（
相
浦
）

　
第
３
中
隊
（
２
名
）

　•
３
等
陸
曹

　祐
成

　勝
己

　
　
　第
３
水
陸
機
動
連
隊 

（
竹
松
）

　•
３
等
陸
曹

　益
田

　康
希

　
　
　第
５１
普
通
科
連
隊 

（
那
覇
）

　
第
４
中
隊
（
４
名
）

　•
３
等
陸
尉

　江
口

　周
平

　
　
　第
１５
高
射
特
科
連
隊 

（
八
重
瀬
）

　•
３
等
陸
曹

　山
下

　優
也

　
　
　第
３
水
陸
機
動
連
隊 

（
竹
松
）

　•
３
等
陸
曹

　山
下

　京
文

　
　
　第
３
水
陸
機
動
連
隊 

（
竹
松
）

　•
陸

士

長

　山
下

　克
海

　
　
　奄
美
警
備
隊 

（
瀬
戸
内
）

　
重
迫
撃
砲
中
隊
（
３
名
）

　•
２
等
陸
曹

　河
村

　
　剛

　
　
　西
部
方
面
会
計
隊 

（
別
府
）

　•
２
等
陸
曹

　橘

　
　卓
哉

　
　
　対
馬
警
備
隊 

（
対
馬
） 定

期
異
動
者
紹
介

定
期
異
動
者
紹
介

　•
３
等
陸
曹

　大
薮

　一
番

　
　
　第
１
空
挺
団 

（
習
志
野
）

別
府
駐
屯
地
業
務
隊
か
ら 

（
１
名
）

　•
１
等
陸
曹

　工
藤

　卓
哉

　
　
　第
４１
普
通
科
連
隊 

（
別
府
）

第
３
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
か
ら 

（
４
名
）

　•
１
等
陸
尉

　宗

　
　鉄
平

　
　
　第
４
師
団
司
令
部 

（
福
岡
）

　•
２
等
陸
尉

　田
子

　浩
光

　
　
　武
器
学
校 

（
土
浦
）

　•
陸

曹

長

　舛
田
銀
志
郎

　
　
　第
４
後
方
支
援
連
隊

　
　
　第
２
整
備
大
隊
本
部 

（
福
岡
）

　•
３
等
陸
曹

　本
田

　脩
斗

　
　
　第
４
後
方
支
援
連
隊

　
　
　第
２
整
備
中
隊 

（
小
倉
）

第
３
０
４
基
地
通
信
中
隊
　

別
府
派
遣
隊
か
ら 

（
３
名
）

　•
１
等
陸
曹

　金
崎

　健
一

　
　
　第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊

　
　
　大
村
派
遣
隊 

（
大
村
）

　•
１
等
陸
曹

　佐
渡

　昭
秀

　
　
　第
３
２
２
基
地
通
信
中
隊 

（
那
覇
）

　•
３
等
陸
曹

　藤
本

　日
向

　
　
　第
１
０
２
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信

　
　
　大
隊
本
部
付
隊 

（
健
軍
）

　

    

転
入
者

第
41
普
通
科
連
隊
へ 

（
１３
名
）

　
連
隊
本
部
（
１
名
）

　•
３
等
陸
佐

　佐
藤

　
　功

　
　
　第
３１
普
通
科
連
隊 

　（
武
山
）

　
本
部
管
理
中
隊
（
４
名
）

　•
１
等
陸
曹

　高
橋

　政
彦

　
　
　玖
珠
駐
屯
地
業
務
隊 

（
玖
珠
）

　•
２
等
陸
曹

　柴
山

　俊
信

　
　
　第
５０
普
通
科
連
隊 

　（
高
知
）

　•
２
等
陸
曹

　橋
本

　浩
介

　
　
　第
１３
高
射
特
科
中
隊 

（
日
本
原
）

　•
３
等
陸
曹

　手
島

　佑
輔

　
　
　水
陸
機
動
団
後
方
支
援
大
隊（
相
浦
）

　
第
１
中
隊
（
２
名
）

　•
３
等
陸
佐

　前
田

　峰
志

　
　
　第
４
師
団
司
令
部 

　（
福
岡
）

　•
２
等
陸
曹

　稙
田

　照
和

　
　
　第
５１
普
通
科
連
隊 

　
　（
那
覇
）

　
第
２
中
隊
（
１
名
）

　•
２
等
陸
曹

　徳
山

　龍
司

　
　
　第
７
普
通
科
連
隊 

（
福
知
山
）

　第
３
中
隊
（
２
名
）

　•
１
等
陸
曹

　工
藤

　卓
哉

　
　
　別
府
駐
屯
地
業
務
隊 

（
別
府
）

　•
２
等
陸
曹

　森
田

　裕
二

　
　
　対
馬
警
備
隊 

（
対
馬
）

　
第
４
中
隊
（
１
名
）

　•
３
等
陸
曹

　佐
藤

　亨
柄

　
　
　第
３４
普
通
科
連
隊 

（
板
妻
）

　
重
迫
撃
砲
中
隊
（
２
名
）

　•
１
等
陸
曹

　福
川

　大
輔

　
　
　幹
部
候
補
生
学
校 

（
前
川
原
）

　•
２
等
陸
曹

　小
笠
原
隼
人

　
　
　第
７
普
通
科
連
隊 

（
福
知
山
）

別
府
駐
屯
地
業
務
隊
へ 

（
３
名
）

　•
准

陸

尉

　山
田

　守
相

　
　
　自
衛
隊
福
岡
病
院 

　（
春
日
）

　•
陸

曹

長

　齋
藤

　
　勝

　
　
　第
８
後
方
支
援
連
第
２
整
備

　
　
　大
隊
戦
車
直
接
支
援
中
隊 

（
玖
珠
）

　•
２
等
陸
曹

　仮
屋
園

　翔

　
　
　第
４１
普
通
科
連
隊 

（
別
府
）

第
３
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
へ 

（
４
名
）

　•
１
等
陸
尉

　峰
松

　貴
宏

　
　
　第
４
後
方
支
援
連
隊 

　（
福
岡
）

　•
陸

曹

長

　鴛
本

　博
文

　
　
　第
４
後
方
支
援
連
隊
第
２
整
備

　
　
　大
隊
本
部
付
隊 

（
福
岡
）

　•
１
等
陸
曹

　山
本

　克
巳

　
　
　宮
古
島
駐
屯
地
業
務
隊 

（
宮
古
島
）

　•
１
等
陸
曹

　渡
部

　
　晃

　
　
　第
８
後
方
支
援
連
隊
第
１
整
備
大
隊

 

（
北
熊
本
）

第
４
０
４
会
計
隊
へ 

（
２
名
）

　•
３
等
陸
尉

　立
花

　天
杜

　
　
　西
部
方
面
会
計
隊
本
部 

（
健
軍
）

　•
２
等
陸
曹

　河
村

　
　剛

　
　
　第
４１
普
通
科
連
隊 

　（
別
府
）

第
３
０
４
基
地
通
信
中
隊
　

別
府
派
遣
隊
へ 

（
３
名
）

　•
１
等
陸
曹

　佐
藤

　美
里

　
　
　第
３
１
８
基
地
通
信
中
隊

　
　
　姫
路
派
遣
隊 

（
姫
路
）

　•
３
等
陸
曹

　佐
藤

　実
花

　
　
　第
３
０
４
基
地
通
信
中
隊

　
　
　小
倉
派
遣
隊 

（
小
倉
）

　•
陸

士

長

　後
藤

　怜
花

　
　
　第
３
０
４
基
地
通
信
中
隊 

（
福
岡
）

第
１
３
４
地
区
警
務
隊
　

別
府
派
遣
隊
へ 

（
１
名
）

　•
陸

士

長

　鳥
井

　華
恩

　
　
　西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群（
福
岡
）

第
49
回 

全
国
自
衛
隊
剣
道
大
会

　別
府
駐
屯
地
剣
道
部
は
、
令
和
６
年
２
月
１１
日（
日
）

に
自
衛
隊
体
育
学
校
（
埼
玉
県
朝
霞
駐
屯
地
）
で
実

施
さ
れ
た
、
第
４９
回
全
国
自
衛
隊
剣
道
大
会
に
お
い

て
、
２
大
会
連
続
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　本
大
会
は
、
団
体
５
人
制
で
陸
・
海
・
空
自
衛
隊

合
同
で
行
わ
れ
る
自

衛
隊
剣
道
大
会
で
あ

り
、
全
７４
チ
ー
ム
が

参
加
し
た
。
大
将
を

務
め
た
本
村
一
暁  

２
等
陸
曹
は
「
連
覇

を
目
指
す
と
い
う
目

標
を
掲
げ
、
本
大
会

に
挑
ん
だ
が
、
圧
勝
と
い
う
試
合
は
無
か
っ
た
。

チ
ー
ム
で
繋
い
で
勝
ち
、
優
勝
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
た
。
３
連
覇
を
目
標
に
引
き
続
き
チ
ー
ム
一

丸
と
な
り
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。」
と
述
べ
た
。

　ま
た
、
同
年
２
月
１４
日（
水
）に
は
、
駐
屯
地
に
お

い
て
、
優
勝
旗
等
を
手
に
し
た
剣
道
訓
練
隊
を
隊

員
一
同
で
出
迎
え
、
喜
色
の
凱
旋
と
な
っ
た
。

　別
府
駐
屯
地
は
、
令
和
６
年
３
月
１４
日（
木
）、
西

部
方
面
総
監 

山
根
寿
一 

陸
将
（
以
下
、
山
根
方
面
総

監
と
称
す
る
。）
の
初
度
視
察
を
受
察
し
た
。

　駐
屯
地
に
到
着
し
た
山
根
方
面
総
監
を
、
第
２
中

隊 

原
囿
樹 

３
等
陸
尉
以
下
の
儀
仗
隊
及
び
第
４１
普
通

科
連
隊
音
楽
部
に
よ
る
出
迎
え
を
実
施
し
た
。
そ
の

後
は
、
本
部
隊
舎
屋
上
に
て
駐
屯
地
周
辺
の
地
点
指

示
を
行
い
、
駐
屯
地

内
の
施
設
を
巡
視

し
、
意
見
等
を
い
た

だ
い
た
。
会
食
で
は
、

別
府
駐
屯
地
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
で

あ
る
大
分
の
郷
土
料

理
を
主
と
し
た
「
扇

山
ラ
ン
チ
」
を
駐
屯

地
に
所
属
す
る
各
部

隊
長
と
歓
談
を
交

え
、
堪
能
し
て
い
た

だ
き
、
駐
屯
地
を
後

に
し
た
。

　今
回
の
山
根
方
面

総
監
に
よ
る
初
度
視

察
を
受
け
、
駐
屯
地
の
現
況
を
理
解
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　連
隊
は
、
令
和
６
年
１
月
２３
日（
火
）に
着
隊
し
た

幹
部
候
生
に
対
し
、
幹
部
候
補
生
隊
付
教
育
を
実
施

し
た
。
こ
の
教
育
は
普
通
科
職
種
の
幹
部
と
し
て
の

勤
務
を
体
験
さ
せ
、
地
位
と
責
任
を
自
覚
さ
せ
る
た

め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
幹
部
候
補
生
は
別
府

駐
屯
地
内
に
居
住
を
し
て
い
る
隊
員
と
生
活
を
共

に
し
、
部
隊
の
実
情
を
体
感
し
、
訓
練
に
お
い
て
は

普
通
科
職
種
と
し
て
の
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
、

幹
部
と
し
て
日
々

成
長
を
続
け
て
い

た
。　同

年
３
月
１８
日

（
月
）、
駐
屯
体
育

館
に
お
い
て
、
前

途
を
祝
し
て
幹
部
任
官
行
事
が
行
わ
れ
、
連
隊
長 

小
林
直
基 

１
等
陸
佐
よ
り
辞
令
書
の
交
付
を
受

け
た
後
、
幹
部
の
服
務
の
宣
誓
を
行
っ
た
。
そ
の

後
、
第
３
中
隊 

美
里
将
翼 

３
等
陸
尉
は
「
模
範

と
な
る
幹
部
自
衛
官
と
な
り
、
第
４１
普
通
科
連
隊

に
恩
返
し
が
出
来
る
よ
う
に
、
精
進
し
て
参
り
ま

す
。」
と
熱
く
決
意
を
述
べ
て
い
た
。

西
部
方
面
総
監
初
度
視
察

　別
府
駐
屯
地
は
、
令
和
６
年
２
月
１７
日（
土
）、
別
府
駐
屯
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
、
第
４
飛
行
隊
（
佐
賀
県
目
達
原
駐
屯
地
）
の
支
援
を
受
け
、
５
年
振
り
と
な

る
航
空
機
（
ヘ
リ
）
体
験
搭
乗
を
行
っ
た
。当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、防
衛
モ
ニ
タ
ー

や
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
を
は
じ
め
、
約
６０
名
が
参
加
し
た
。
フ
ラ
イ
ト
に
先
立
ち
、担

当
者
か
ら
全
般
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
紹
介
、
飛
行
隊
に
よ
る
ヘ

リ
搭
乗
に
お
け
る
安
全
教
育
が
行
わ
れ
た
。
搭
乗
は
、
別
府
市
か
ら
大
分
市
を
一

望
す
る
こ
と
が
で
き
る
上
空
の
ひ
と
と
き
を
堪
能
し
た
。体
験
搭
乗
し
た
方
か
ら

「
い
つ
離
陸
し
た
の
か

わ
か
ら
な
い
ほ
ど
丁
寧

な
運
転
だ
っ
た
。景
色

も
良
く
、
貴
重
な
体
験

が
で
き
た
で
き
た
。」と

感
想
を
い
た
だ
い
た
。

　今
回
の
体
験
搭
乗
を

通
じ
て
、
自
衛
隊
に
対

す
る
理
解
と
信
頼
を
得

る
と
と
も
に
、
親
睦
を

深
め
る
こ
と
が
で
き

た
。

航
空
機
体
験
搭
乗

幹
部
候
補
生
隊
付
教
育

離着任
部隊長紹介

２
大
会
連
続
優
勝

体験搭乗体験搭乗

教育の様子教育の様子

記念撮影記念撮影

施設巡視施設巡視 巡閲巡閲

記念撮影記念撮影

出迎え行事出迎え行事

様々な訓練に取り組む幹部候補生様々な訓練に取り組む幹部候補生

決意表明決意表明

１等陸尉　峰松  貴宏１等陸尉　峰松  貴宏 １等陸尉　宗　 鉄平１等陸尉　宗　 鉄平

３等陸佐　前田  峰志３等陸佐　前田  峰志 ３等陸佐　伊藤  俊嗣３等陸佐　伊藤  俊嗣
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別
府
駐
屯
地 

Ｘ

　
　
　
　更
新
中
！！
陸
上
自
衛
隊
別
府
駐
屯
地（
公
式
）  

　
フ
ォ
ロ
ー

（
旧
T
w
itter）

警
務
隊
の
活
動
状
況

西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
創
隊 

64
周
年
記
念
式
典

緊
急
事
態
時
の
商
品
販
売
等
支
援
に
つ
い
て
の
覚
書
調
印
式
に
つ
い
て

令
和
５
年
度 

大
隊
銃
剣
道
競
技
会

創
立
69
周
年
記
念
行
事

安
全
祈
願
と
訓
練
始
め

　令
和
５
年
１２
月
１３
日（
水
）、別
府
駐
屯
地
司
令 

１
等
陸
佐 

小
林
直
基
は
、
一
般
財
団
法
人
防
衛
弘
済
会
と
、

緊
急
事
態
時
の
商
品
販
売
等
に
係
る
支
援
に
つ
い
て
の
覚
書
調
印
式
を
挙
行
し
た
。

　別
府
駐
屯
地
に
お
い
て
、
防
衛
弘
済
会
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

「
ロ
ー
ソ
ン
」
並
び
に
委
託
食
堂
を
経
営
し
、
日
ご
ろ
か
ら
駐
屯
地
隊
員

の
た
め
に
御
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

　当
日
は
、
防
衛
弘
済
会
代
表
理
事  

田
原
義
信
様
、
九
州
支
部
長  

今

村
浩
喜
様
に
御
来
駐
い
た
だ
き
、
粛
々
と
調
印
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　小
林
司
令
か
ら
「
本
覚
書
の
取
り
交
わ
し
に
よ
っ
て
、
隊
員
た
ち
は

後
顧
の
憂
い
な
く
任
務
に
邁
進
で
き
る
。
ま
た
、
子
弟
預
か
り
時
に
も

食
料
等
の
確
保
に
安
心
で
き
る
。」
と
述
べ
る
と
と
と
も
に
、
田
原
代
表

理
事
か
ら
は
「
防
衛
弘
済
会
と
し
て
、
別
府
駐
屯
地
を
可
能
な
限
り
支

援
し
、
隊
員
が
安
心
し
て
任
務
に
就
け
る
環
境
づ
く
り
の
協
力
支
援
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と
あ
っ
た
。

　本
覚
書
の
取
り
交
わ
し
は
、
西
部
方
面
隊
と
し
て
は
初
で
あ
り
、
今
後
、

他
駐
屯
地
へ
の
施
策
普
及
の
た
め
、
防
衛
弘
済
会
と
の
連
携
を
さ
ら
に

密
に
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　会
計
隊
は
、
令
和
６
年
１
月
１２
日（
金
）に
湯
布
院
・
玖
珠
の
各
派
遣
隊

と
と
も
に
別
府
駐
屯
地
か
ら
大
分
県
別
府
市
内
の
火
男
火
売
神
社
ま
で
駆

け
足
で
移
動
し
令
和
６
年
の
「
安
全
祈
願
」
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

駐
屯
地
体
育
館
に
お
い
て
訓
練
始
め
と
し
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
実
施
し
、

大
分
地
域
と
し
て
の「
団
結
の
強
化
」及
び「
士
気
の
高
揚
」を
図
り
ま
し
た
。

　会
計
隊
の
今
年
の
抱
負
は
、「
個
人
及
び
部
隊
の
更
な
る
飛
躍
」
で
あ
り
、

個
人
と
し
て
は
、
自
己
啓
発
の
達
成
及
び
各
種
教
育
入
校
等
に
よ
る
特
技

習
得
並
び
に
指
揮
能
力
向
上
を
掲
げ
、
部
隊
と
し
て
は
総
監
検
閲
受
閲
に

む
け
た
訓
練
の
万
全
、
持
続
走
競
技
会
連
覇
を
目
標
と
し
て
更
な
る
飛
躍

が
で
き
る
よ
う
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　第
３
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
は
、
令
和
６
年
２
月
２２
日（
木
）に
福
岡
駐
屯
地

に
お
い
て
第
２
整
備
大
隊
が
実
施
し
た
銃
剣
道
競
技
会
に
参
加
し
た
。

　本
競
技
会
に
、
１２
名
が
選
手
と
し
て
参
加
し
、
団
体
戦
に
お
い
て
は
、
各
直

接
支
援
部
隊
６
個
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
形
式

に
よ
り
、
選
手
一
丸
と
な
っ
て
試
合
に
挑
み
、

団
体
戦
３
位
と
い
う
結
果
を
収
め
た
。
前
回

に
引
き
続
き
前
年
度
か
ら
順
位
を
上
げ
る
事

が
出
来
き
、
一
歩
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　ま
た
、
個
人
戦
に
お
い
て
は
各
隊
員
が
練

成
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
陸
士
の
部
で
本
田

裕
樹  

１
等
陸
士
が
準
優
勝
と
い
う
結
果
を

収
め
た
。

　中
隊
長
を
核
心
と
し
、
短
い
練
成
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
前
回
以
上
の
成

績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
、
本
競
技
会
の
参
加
に
よ
り
中
隊
の
戦
技
能
力
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
団
結
が
一
層
深
ま
っ
た
。
今
後
も
支
援
業
務
は
も
ち

ろ
ん
の
事
、
戦
技
能
力
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

　警
務
隊
は
、
令
和
６
年
２
月
１１
日（
日
）、大
分
市
の
祝
祭
の
広
場
に
お
い
て
、
メ
モ
リ
ア
ル
フ
ェ
ス
２
０
２
４

が
実
施
さ
れ
、
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
の
支
援
依
頼
の
も
と
、
地
本
の
隊
員
と
と
も
に
広
報
活
動
を
実
施
し
た
。

警
務
隊
の
白
パ
ジ
ェ
ロ
を
普
段
は
展
示
等
で
使
用
す
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
来
場
さ
れ
た
方
々
か
ら
好
評
で
自
衛

隊
の
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
若
い

方
々
に
も
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

　ま
た
、
令
和
６
年
２
月
１３
日（
火
）か
ら
１６
日（
金
）

ま
で
十
文
字
原
演
習
場
に
お
い
て
、
第
９
次
地
区

警
務
隊
集
合
訓
練
に
参
加
し
た
。
本
訓
練
で
は
野

外
行
動
時
の
各
種
対
応
能
力
の
向
上
が
主
な
目
的

で
あ
り
、
別
府
派
遣
隊
に
は
要
人
警
護
時
に
お
け

る
襲
撃
対
処
要
領
の
課
目
が
割
り
当
て
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
要
人
へ
の
襲
撃
に
対
す
る
対
応
等
を
訓

練
参
加
者
に
展
示
し
て
、
警
務
官
の
警
護
能
力
の

練
度
向
上
を
図
っ
た
。

　大
分
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
６
年
１
月
２１
日（
日
）、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ

ル
大
分
に
お
い
て
、
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
創
立
６９
周
年
記
念
行
事
に
参
加
し

た
。
本
行
事
は
、
感
謝
状
贈
呈
式
に
始
ま
り
、
第
４１
普
通
科
連
隊
音
楽
部
に
よ
る
音

楽
演
奏
、
能
登
半
島
地
震
被
災
者
に
対
す
る
黙
祷
・
国

歌
斉
唱
を
皮
切
り
と
し
た
記
念
式
典
及
び
記
念
会
食
に

つ
い
て
コ
ロ
ナ
の
影
響
下
以
降
、
数
年
ぶ
り
に
従
来
の

規
模
で
開
催
し
、
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
に
対
す

る
理
解
と
信
頼
を
深
め
る
と
と
も
に
、
部
員
の
士
気
高

揚
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

　本
行
事
に
は
、
元
防
衛
大
臣
の
衆
議
員
議
員
「
岩
屋

毅
」
様
他
、
１
８
０
余
名
の
関
係
諸
団
体
代
表
者
等
を

招
待
し
、
日
頃
か
ら
の
ご
協
力
等
に
対
し
て
、
自
衛
隊

大
分
地
方
協
力
本
部
長 

川
間
信
太
郎 

一
等
陸
佐
及
び

本
行
事
共
催
者
代
表
の
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
Ｏ
Ｂ
会
会
長
「
青
柳
健
治
」

氏
に
よ
る
挨
拶
に
よ
り
、
感
謝
の
意
を
伝
え
た
。
記
念
会
食
で
は
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
挨
拶
が
交
わ
さ
れ
無
事
、
盛
況
裡
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
は
、
令
和
６
年
２
月

１１
日（
日
）に
創
隊
６４
周
年
記
念
式
典
を
健
軍
駐
屯
地

に
お
い
て
実
施
し
た
。

　来
賓
、
関
係
企
業
、
協
力
会
及
び
Ｏ
Ｂ
の
ご
列
席

を
賜
り
シ
ス
テ
ム
通
信
群
の
威
容
と
隊
員
の
士
気
の

高
さ
を
部
内
外
へ
顕
示
す
る
と
と
も
に
、
６４
周
年
を

祝
し
た
。
別
府
派
遣
隊
か
ら
も
参
加
し
行
事
の
盛
会

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
今
後
シ
ス
テ
ム
通
信
群
と

し
て
も
防
衛
警
備
任
務
の
遂
行
、
体
制
移
行
へ
の
推

進
と
課
題
が
あ
る
な
か
、
別
府
派
遣
隊
と
し
て
も
隊

員
各
人
が
、
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
勤
務
で
き
る
よ

う
に
邁
進
し
て
い
く
。

Vol.9
おすすめレシピ紹介

材
料
（
４
人
前
）

●鶏もも肉 ……… 400g
●白ねぎ…………… 120g
●しょうが……………… 4g
●味噌………………… 15g
●白いりごま ………… 4g
●醤油……………… 約15g
●みりん・酒 ……… 各15g

別府駐屯地隊員
食堂

おすすめレシピ紹
介。

9回目は、

「鶏肉の葱味噌炒
め」の

レシピを紹介しま
す。

 ご飯が足りなくな
ってしまう

　　        ような
美味しさ！

　 皆様もぜひ

　　 作ってみてね
！

〔親指くらいに大きさをカット〕
〔2㎜程の小口切〕
〔みじん切り〕

笑顔がこぼれる
美味しさ！

午後からも訓練
頑張るぞー！

記念撮影記念撮影

記念撮影記念撮影大会の様子大会の様子

第１０２基地システム通信大隊態勢完了第１０２基地システム通信大隊態勢完了 広報支援の状況広報支援の状況 大分地本記念行事（記念会食）大分地本記念行事（記念会食）

大分地本記念行事（別府音楽部）大分地本記念行事（別府音楽部）

要人警護の状況要人警護の状況システム通信群長巡閲システム通信群長巡閲

記念撮影記念撮影


